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今
年
の

「稲
門
祭
＆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
は
１。
月
２２
日

（日
）
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

当
日
は
記
念
会
堂
に
卒
業
後
５。
．

４５

・
３５

。
２５
年
日
の
校
友
を
お
招
き
し
て

１０
時
３０
分
よ
リ
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
ふア
ー
の

式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
盛

り
沢
山
の
稲
門
祭
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
西

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
隈
庭
国
で
用
意

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ル
早
稲
回
の
音

楽
団
体
が
結
集
し
て
懐
か
し
い
音
楽
を
お

届
け
す
る

尿

峯

異

ど

が
雪

晶

‐ｏ９

，墾
笙
で
、

講
師
に
森
ま
前
立刺
総
理
大
臣
を

予
定
し
て
い
る

「校
友
講
演
会
」
が
８
号

館
Ｂ
‐０７
墾
至
で
‐３
時
～
１４
時
に
開
か
れ
る

ほ
か
、

模
擬
一店
や
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
等

が
大
限
庭
園
で
楽
し
め
ま
す
。

今
年
の
稲
円
祭
テ
ー
マ
を
歴
史

・
伝
統

と
し
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
つ
な
げ
１

エ
ン
ジ
の
欅

（た
す
き
こ

で
す
。

早
稲

響

靭
ゆ
蹴

鞠

鰹

の
架
け
橋
の
大
手
な
年
と
位
置
づ
け
ま
し

た
。

校
友
に
よ
る
校
友
の
た
め
の
祭
血
令
稲

門
祭
」
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
早
稲
田
大

学
の
歴
史
と
一体
擁
が
実
感
で
き
、

思
師
や

学
友
と
旧
交
を
温
め
ら
れ
、

有
意
義
な

一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
母
校
と
は
近
距
離
に
あ

り
な
が
ら
、

訪
問
す
る
機
会
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
の
ご
案
内
対
象
者
は
も
と
よ
り
他

の
会
員
の
皆
様
も
、

ご
家
族
を
キ
ャ
ン
バ

ス
に
案
内
す
る
好
機
と
捉
え

「稲
門
祭
」

に
奮
っ
て
参
加
さ
れ
、

楽
し
い
一
日
を
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

咋 門4や “ィ こ

◎卒業後 45年 日   昭 和 37年 存業の方

◎卒業後 35年 同   昭 和 47年 卒業の方

◎卒業後 25年 日   昭 和 57年 卒業の方

及び、 11記の方 と々IJ朋入学で卒業年の異なる方

日N D E X

ホームカミングデーのご案内
総会報告
新幹事長からご挨拶
終戦時の思い出
レコー ド音楽界の今音

夢魂サ1

シャンチー (中国】導棋)に ついて一――一

東京都 23区 支部だより他

弁護士が斬る !

会長だより 「会設立のあゆみ」
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詩・うた 「ブルー」
世界遺産の旅 「バース市衛」

会員紹介

ラグビー通信
部会活動報告



中野幅ll会総会が、5月 21日 、中野サンプラザにて開

住されました。総会では、事業報告と決算報lriなど匹1つの

議案の各議が行われ、Pi決されました。

今LIの役員i攻選では、新幹lH長に高回宜美さんが、平崎

敏之幹事長は顧問 ・幹事長7甫佐に就任されました。副件事

長にも新たに若子の円氏が甜iされ、新体怖1での中野稲ド|

会の活動が始まります。

続いて、「早稲Hlと l TJの 演題で、早稲問大学打」総長

の村岡汗氏に前波をFlきました。まず、「教育大学Jと 「研

究大学Jと いう大学のありかたの中で、早稲田大学の現況

と今後の方向について。文字部や理工学部の再編や新分野

へのアプローチなど、OBと して関心の深いテーマのお話

です. ITに 関しては、只体的なりF究事例をいくつか挙げ

られ、難しいテーマを生活に引き付けた話題でわかりやす

くお話をいただきました。

第 1部は恐親会。なごやかな雰J気 の中、楽しいスピー

チが続きます。最後はlJ夕J、応振回のエールに送られ、無

車“【rぃたしました。
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新
幹
事
長
か
ら
ご
挨
拶

中
野
稲
問
会
は
平
成
１０
年
７
月
５
日
設

立
さ
れ
、基

泉
２３
区
の
中
で
は
１９
番
目
の

稲
門
〈否
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
片
平
△
ム

長
の
報
告
に
あ
り
ま
す
。以

来
ち
ょ
う
ど

８
年
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。現堅

立

発
起
人
、世

話
人
の
方
々
の
ご
努
力
は
大

変
な
も
の
だ
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

去
る
５
月
２‐
日
の
平
成
１８
年
度
総
会
に

お
い
て
平
崎
名
幹
喜
長
の
後
を
引
き
継
ぎ

幹
事
長
就
任
を
拝
任
し
ま
し
た
。
こ
こ
、

３
期
は
幹
事
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
し

た
が
、幹

喜
長
と
な
る
と
日
々
の
資
料
作

成
、

校
友
会
、

会
員
と
の
連
絡
な
ど
ま
だ

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、時

間
に
追
わ
れ

る
毎
日
で
す
。

３
年
も
経
過
す
る
と
ど
こ
の
組
織
で
も

最
初
の
設
立
時
か
ら
状
況
が
変
化
し
、そ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
人
事
も
刷
新
す

る
こ
と
は
一
般
的
で
し
ょ
う
介
ふ
正
直
い
っ

て
務
ま
る
か
ど
う
か
在
安
な
一画
も
あ
り
ま

す
。諸

先
輩
や
△否
貝
の
皆
さ
ん
の
応
援
を

得
を
か
仕
期
口
低
適
張
っ
て
い
こ
う
レ
由
心
っ

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

会
の
運
営
は
、事

務
所
や
会
社
で
は
な

′
昼
家
で
処
理
す
る
こ
と
が
多
Ｚ
なヽ
り
幸
手
夕。

△
断
ほ
４
名
の
方
に
副
幹
事
長
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、そ

れ
ぞ
れ
責
任
体
制
を
敷
く

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。を空

舎
ｃ
ん
に
は

会
計
担
当
、伊

藤
さ
ん
に
は
中
野
稲
門
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

高

田
宜
美

（中

野

・
昭

３７
教
育
）

編
集
な
ど
主
に
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
業
務

の
担
当
、

萩
原
さ
ん
に
は
会
員
担
当
、

特

に
新
規
套
員
の
募
暴

伊
丹
さ
ん
に
は
機

関
紙

「さ
ざ
ん
か
の
道
」
を
含
め
た
広
報

の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

れ
以
外
の
こ
と
は
会
再
やヽ
役
育員
の
方
々
と

そ
の
都
唐
需
じ
△
口
っ
て
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。幸

い
に
も
平
崎
前

幹
事
長
が
特
別
顧
間
で
心
援
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
快
く
お
引
妻
」受
け
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、幹

事
の
皆
様
に
も
是
非
応

援
い
た
だ
き
た
く
、何

か
の
業
務
の
担
当

に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、

部
会
活
動
の
活
性
化
、

部
会

数
の
増
加
、

会
員
の
増
強
が
急
務
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、

鶏
が
先
か
、

卯
が

先
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

双
方
密
接
に

関
係
し
て
い
ま
す
の
で
、

両
面
か
ら
計

画
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、

若
手
の
会

員
、

女
性
会
員
の
入
会
も
推
進
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
は
中

野
区
在
住
で
す
の

で
、

地
域
貢
献
な

ど
も
視
野
に
入
れ

ら
れ
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

ご
意
見
や
ご
希

望
な
ど
是
非
お
寄

せ
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。



終

の
思
もヽ

出

橋
島
和
雄

（野
方
・
昭
鶴
克
）

女
へ
Ｋ
瑞
撚
ぞ
と
い
旦
暑
衰
体
験

私
は
小
学
校
五
年
の
昭
和
十
九
年

七
月
か
ら
二
十
年
八
月
ま
で
、

埼
玉

県
児
玉
郡
旭
村

（現
在
は
本
庄
市
）

の
叔
父
の
家
で
疎
開
生
活
を
送

っ

た
。

都
△
至
官
ち
の
私
に
と
っ
て
、

農

村
生
活
は
す
べ
て
初
体
験
で
戸
惑
い
、

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
時
も
あ
っ

た
が
、

日
植
え
、

稲
刈
り
、

芋
掘
り
な

ど
今
考
え
る
と
畳
重
な
体
験
を
し
た
。

転
校
し
て
す
ぐ
、

現
在
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
る

「イ
ジ
メ
」
が
あ
っ

た
。

私
も

「疎
開
っ
子
」
と
言
わ
れ

イ
ジ
メ
ら
れ
た
。

私
は
悩
ん
だ
末

に
先
生
に
訴
え
た
。

先
生
は
私
の
話

を
聞
く
と
、

早
速
ク
ラ
ス
全
員
を
集

め
て
、

厳
し
く
注
意
し
て
く
れ
た
の

昭
和
２‐
年
。

疎
閣
先
か
ら
帰
京

し
、

中
学
を
受
験
し
よ
う
と
し

て
い
た
頃
の
筆
者
。

で
二
度
と

「イ
ジ
メ
」
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
先
生
は
、

最
近
の
先
生
よ
り

も
責
任
感
が
強
く
、

権
威
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。

昭
和
二
十
年
に
入
り
、

戦
況
は

一

段
と
悪
化
し
東
京
は
ア
メ
リ
カ
空
軍

の
爆
撃
に
よ
り
、

山
一手
標
内
側
の
旧

市
内
は
、

ほ
と
ん
ど
焼
野
原
に
な
っ

た
。

日
本
陸
軍
は
本
土
決
戦
に
備
え

て
、

兵
隊
を
地
方
の
小
学
校
に
駐

屯
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
達
の

小
学
校
に
も
約
百
人
の
兵
士
が
駐
屯

し
た
。

当
時
の
中
学
生
、

女
学
生
は

勤
労
奉
仕
で
工
場
に
動
員
さ
れ
た
が
、

′―、じ
哀
磐
母
十
年
の
私
達
も
授
業
は
無

く
、

十
キ
ロ
も
離
れ
た
児
玉
飛
行
場

の
土
木
作
業
（主
と
し
て
上
砂
運
び
）

を
手
伝
わ
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
希
望
の
な
い
暗
い
生

活
を
送

っ
た
が
、

唯

一
の
娯
楽
は

月
に

一
回
映
画
を
見
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

当
時
の
映
画
は
堅

昼
向
揚
の
た

め
軍
国
主
義
的
な
作
品
が
多
か
っ
た

が
、

そ
れ
で
も
画
Ｈ
か
っ
た
。

ま
た

ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
の
も
楽
し
か
っ

た
。

特
に
よ
く
聞
い
た
の
は

「前
線

に
送
る
タ
ベ
」
と
一一言
つ
番
組
で
、

戦

地
で
活
躍
し
て
い
る
兵
隊
一円
け
の
も

の
で
逐
詰
、

漫
才
、

浪
曲
な
ど
大
衆

娯
薬
的
な
囚
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
番

組
の
テ
ー
マ
音
楽
が
ハ
イ
ケ
ン
ス
の

「セ
レ
ナ
ー
デ
」
で
あ
っ
た
。

だ
か

ら
い
ま
で
も
こ
の
名
出
を
聞
く
と
疎

開
当
時
の
こ
と
を
想
い
だ
す
。

そ
し
て
八
月
十
五
日
に
な
っ
た
。

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

正
午
に
本
呈
陛

下
の
特
別
放
送
が
あ
る
と
予
二
日さ
れ

た
。

正
午
に
な
り
、

叔
父
の
家
族
と

共
に
ラ
ジ
オ
の
前
に
正
座
し
て
天
皇

の

「終
整
コ招
型

を
聞
い
た
。

昭
和

〒
全呈
独
特
の
カ
ン
高
い
声
で

「朕
深

ク
世
界
ノ
大
勢
卜
帝
国
ノ
現
状
二
鑑

ミ
非
常
ノ
措
置
オ
以
ッ
テ
…
…
」
と

放
送
が
始
ま
っ
た
。

私
に
は
詔
勅
の

囚
谷
が
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

一
緒
に
聞
い
て
い
た
叔
父
の
目
か
ら

涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

戦
争
一が
終
わ
っ
た

の
だ
。

終
戦
直
後
ど
は
隔
世
の
感
あ
る

現
在
の
合
違
讐
霞
情

九
月
に
入
り
慌
た
だ
し
く
帰
京
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

よ
く
喧
嘩
も
し

た
遊
び
仲
間
数
人
が
村
の
境
界
ま
で

見
送
り
に
来
て
く
れ
た
。

東
京
に

一

年

一
ヶ
月
ぶ
り
に
帰
っ
て
驚
い
た
の

は
、

中
野
も
我
が
家
の
町
近
ま
で
焼

壁
原
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

ま
た

強
く
感
じ
た
の
は
、

食
糧
事
情
の
悪

さ
で
あ
っ
た
。

お
米
は
配
絡
制
度
で

あ
っ
た
が
、

配
給
の
遅
れ
で
食
べ
る

物
が
無
く
困
っ
て
い
た
。

当
時
育
ち

盛
り
の
四
人
の
子
供
を
抱
え
、

母
は

川
越
町
近
の
農
家
に
行
き
、

着
物
と

李
瑛
で
お
米
や

「さ
つ
ま
い
も
」
を

手
に
入
れ
た
。

父
も
時
々
闇
市
で
お

米
を
買
っ
て
き
た
。

我
が
家
も
狭
い

庭
に

「か
ば
ち
ゃ
」
や

「と
う
も
ろ

こ
し
」
を
作
っ
て
飢
え
を
し
の
い
だ
。

現
在
の
よ
う
な

「飽
食
」
の
時
代

に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
現
在
日
本
の
食
糧
自
給
率

四
十
％
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

私

が
疎
開
し
た
所
で
も
専
業
農
家
は

二
十
％
で
、

残
り
は
兼
業
農
家
で
休

耕
口
が
目

立
つ
。

唾
府
は
農
業
の
株

式
会
社
化
を
認
め
、

大
親
頼
生
産
の

集
団
農
業
化
し
て
、

も
っ
と
農
産
物

を
安
く
生
産
し
外
国
に
頼
ら
ず
、

自

給
率
を
高
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

平成 18年 度  中 野柄門会行事予定

く2006年 >

● 4月

1日 (上)知 技研月例会 (お花兄 )

18日 (火)東 京都 23区 支部平成 17年 度定時総会

22日 (上)役 員会、総会案内/会 報 26号 送付

● 5月

16日 (火)23区 支部 18年 度第 1回幹事会

21日 (日 )中野稲門会平成 18年 度総会 ・懇親会

26日 (金)「さざんかの道J広 報部会編集委員会

28日 (日 )スポーツ級戦部会 早 慶戦観戦 (神宮球場 )

● 6月

1日 (木)中 野稲門会 ・杉並稲門会ゴルフ部会

2日 (金)豊 鳥稲門会総会に会長出席

3日 (土)絵 画部例会

9日 (金)音 楽部会 「チェロコンサー トを聴 く会J

10日 (土)オ ール早稲田囲碁祭

23日 (金 )～ 24日 (■ )絵画部会写生旅行

● ア月

1日 (上)「歩こう会」(浜離宮、浅車)

8日 (■)会 長大学商議員会出席

29日 (上 )役員会 (織 回学園)

● 9月

26日 (火)校 友会代議員会

● 10月

22日  (日)稲 「5祭

く2007年 >

● 1月

を 日 (土 )新年会 (予定 )
幻
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か
つ
て
の
音
楽
業
界
、

と
り
わ
け

レ
コ
ー
ド
業
界
は
、

「歌
手
」
が
レ

コ
ー
ド
会
社
の
所
属
な
の
は
当
然
と

し
て
も
、

作
詞

・
作
由
家
も
レ
コ
ー

ド
会
社
の

「専
属
」
で
出
来
て
い

た
。

古
く
な
る
が
、

有
名
な
と
こ
ろ

で
任
辺
舎
果

八
十
、

一竹
幽
奎
貿

政
男
は
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

・
レ
コ
ー

ド
、

生
要

後
堕

天

作
幽

全
口

田
正
は
ビ
ク
タ
ー

・
レ
コ
ー
ド
の
専

属
作
家
と
い
う
次
第
で
、

戦
前
の
古

い
時
代
は
分
か
ら
な
い
が
、

こ
れ
が

日
本
の
長
い
レ
コ
ー
ド
音
楽
界
の
特

色
清
ち
た
。

戦
後
、
≡

メ
デ
ィ
ア

こ
の
発
展
と

と
も
に

「音
楽
出
版
社
」
の
出
現

・

発
展
で
、

歌
一詞
・
楽
由
の
著
作
権
が

レ
コ
ー
ド
△一在
所
属
か
ら
音
楽
出
版

社

（者
）
所
属
へ
と
変
っ
て
い
っ
た
。

レ
ヨ
ー
ド
音
業
界
の
今
告

星
緩
耶
↑
本
晶
産
）

音
楽
著
作
権
の
権
利
者
と
使
用
者

（利
用
者
）
を
仲
介
す
る
機
関
、

日

本
音
楽
著
作
権
協
会

Ｇ
＞
∽
刃
＞
Ｏ

も
実
演

・
演
奏
や
印
刷

・
出
版
中
心

か
ら
、

録
音
権

（俗
に
云
う
レ
コ
ー

ド
化
権
）
を
中
心
に
扱
う
と
こ
ろ
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
は
音
楽

業
界
誌
オ
リ
コ
ン

（オ
リ
ジ
ナ
ル

・

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
社
刊
）
４。
年
の
歴

史
が
示
す
業
界
の
デ
ー
タ
が
最
も
詳

し
い
し
、

業
界
の
発
展
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

私
は
学
生
時
代
か
ら
Ｎ
響

（Ｎ
Ｈ

Ｋ
交
響
楽
田
）
の
定
期
会
員
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

・
フ
ァ
ン

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
会
社
に
入
る
盆
釜
幅
円

版
社
）
と
、

商
売
上
、

生
き
た
著
作

権
を
扱
，つ壬
Ｈ今
の
歌
講
山
が
中
心
と

この度夢魂川柳集第二巻をつくりました。

第一巻と同様に頒布価 1,000円でナント

ー句 2円です。希望者の方お知らせ下さ

ればすぐに郵送します。   家 元 束柳

な
っ
て
い
っ
た
。

初
め
は
楽
譜
中
心
の
出
版
そ
の
も

の
だ
っ
た
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の

制
作
に
も
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
。

邦

盤
で
は
ヤ
マ
ハ
音
楽
振
興
会
の
八

神
純
子

（み
ず
い
ろ
の
雨
（
パ
ー
プ

ル

・
タ
ウ
ン
、

想
い
出
は
美
し
す

ぎ
て
他
）、
因
幡
晃

（わ
か
っ
て
下

さ
い
、

別
涙
他
）、
洋
盤
で
は
シ
ン

コ
ー

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ

ア
バ

（編
集
上
の
注
記
‥
２
文
字
目

Ｂ
の
鏡
字
）
分
タ
ン
シ
ン
グ
・ク
イ
ー

ン
他
）、ダ
ニ
エ
ル
・ブ
ー
ン
（ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
・サ
ン
デ
ー
）
等
々
、少

々

古
い
を
品

・
音
楽
家
の
羅
列
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、

世
の
移
り
変
わ
り

の

一
例
を
あ
げ
て
み
た
。

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
と
の
記
念
撮
影

（写

真
上
２
点
）
と
彼
ら
の
サ
イ
ン

（写
真
右
）
。

千
葉
補
選

「
最
初
は
グ
ー
で
結
果
は
パ
ー

」

大
湯
殿
独
り
四
般
踏
み
締
り
無
し

誤
字
見
つ
け
合
格
祈
願
に
絵
馬
吉
実

菖
蒲
湯
で
噛
ん
で
五
月
を
確
か
め
る

亡
き
父
の
靴
の
減
り
方
教
え
て
下
さ
い

片
目
づ
つ
瞑
っ
て
幸
せ
の
位
置
捜
し

ガ
ン
に
な
り
名
医
さ
っ
さ
と
医
者
を
や
め

（川
柳
も
近
年
終
末
医
療
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
　
家
元
蛇
足
）

ブ
ラ
ン
ド
を
身
に
着
け
獣
物
さ
か
り
合
い

気
に
す
る
な
人
生
何
度
か
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル

「
バ
カ
の
壁

」
し
っ
か
り
越
え
れ
ば

「
国
家
の
品
格

」

い
い
奴
だ
い
つ
か
何
処
か
で

一
合

一
餌

節
穴
も
近
づ
く
程
に
見
え
過
ぎ
て

百
均
は
癒
し
も
少
し
付
け
て
売
り

組
織
人
世
界
を
知
る
も
世
間
知
ら
ず

父
と
子
の
今
日
を
見
抜
く
母

一
瞬

下
り
坂
ど
こ
か
ら
先
が
余
生
か
な

夕
耗
川
神

●

，

‥
．

ろ 。使 廃 ,範
々つざ々 メノめ ,セっ

合

夢
魂

（む
た
ま
）
川
加
∧
そ
の
二
〉

【家
え
ひ
が
し
】
え

直
彦

（ヤ
野
・昭
わ
４．
理
工
）

風
字
み
緋
鯉
は
空
に
子
を
宿
し

ボ
ー
ル
ペ
ン
志
替
え
元
気
羨
し

消
防
車
近
所
で
止
ま
り
夜
尿
症

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
人
生
そ
の
も
の
破
綻
調

工
音
と
は
玉
門
の
音
か
と
赤
ら
め
て

陽
に
か
ざ
す
桜

一
輪
ま
さ
に
爛
漫

目
出
度
さ
に
結
納
寂
し
さ
半
返
し

耐
震
の
偽
装
は

一
級
殺
人
鬼

い
ざ
帰
ら
ん
小
さ
な
我
が
家
の
大
聖
堂

保
を
割
っ
て
保
保
を
寄
せ
合
い
２
大
政
党

誤
審
敗
球
史
に

一
勝
エ
ダ
フ
ル

（御
心
配
九
死
に
一
生
ワ
ン
ダ
フ
ル
　
家
元
蛇
足
）

蝶
ネ
ク
タ
イ
く
れ
た
あ
の
娘
と
超
肉
体
関
係

彼
岸
を
ば
ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
で
蹴
り
此
岸

巫
女
達
の
車
内
携
帯
笏
の
種



シ
ャ
ン
チ
ー

（象
棋

・
中
国
将
棋
）
に
つ
い
て

渡
辺
駅

一
郎

（上
鷺
宮

・
昭
２９
政
経
）

シ
ャ
ン
チ
ー
の
歴
史
と
現
状

漠
民
族
の
創
造
し
た

「
シ
ャ
ン

チ
ー
」
は
チ
ェ
ス

・
囲
碁
と
と
も

に

「世
界
三
大
知
的
ス
ポ
ー
ツ
」
の

一
つ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

市

代
イ
ン
ド
の

「チ
ャ
ト
ラ
ン
ガ
」
と

い
う
盤
上
ゲ
ー
ム
が
西
に
伝
わ
っ
て

「チ
ェ
ス
」
と
な
り
、

東
に
伝
わ
っ

て

「シ
ヤ
ン
チ
ー
」
と
な
っ
た
と
い

う
の
が
通
説
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

盤

・
駒

・
ル
ー
ル
が
大
体
現
行
の
様

１
９
９
３
年
に
北
京
で
行
わ
れ
た

第

３
回
世
界
選
手
権

に
て

（向

か
っ
て
右
端
が
筆
者
）
。

皆
さ
ん

「シ
ャ
ン
チ
ー
」
と
言
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
中
国
に
旅

行
す
る
と
街
角
や
公
開
な
ど
で

「シ
ャ
ン
チ
ー
」
の
対
局
を
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

私
は
「シ
ャ
ン
チ
ー
」
の
愛
好
家
で
、

こ
の
「シ
ャ
ン
チ
ー
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
約

二
十
年

前
の
Ｌ
木

（九
六
〇
年
～

一
十
二
七

年
）
の
時
代
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
九
七
八
年
に
は
「ア
ジ
ア
・シ
ヤ

ン
チ
ー
奏

只
否

が
結
成
さ
れ
、

更

に

一
九
九
二
年
に
は

「世
界
シ
ャ
ン

チ
ー
奏

只
否

が
結
成
さ
れ
、

現
在

世
界
で
約
四
十
の
国
と
地
域
が
加
盟

し
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
こ
れ
を
機
に
北
京
で
開
催

さ
れ
た
世
界
選
一手
権
大
会
に
初
め
て

参
加
し
、

私
も
役
員
の

一
員
と
し
て

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

「
シ
ヤ
ン
チ
ー
」
の
競
技
人
日
に
つ

い
て
は
っ
き
り
し
た
統
計
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、

約
五
～
六
億
人
と
み
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
日
本
で
の
競
技
人
日

は
在
日
中
国
人
を
含
め
て
約
十
万
人

と
推
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
に
お
け
る

「シ
ャ
ン
テ
ー
」

日
本
が

一
九
七
一
年
九
月
の
日

中
国
交
回
復
の
す
ぐ
後
に
毎
日
新
聞

が

「中
国
将
猟
蓮
陛
」
を
東
京

。
大

阪

・
名
古
屋
で
開
催
し
、

こ
の
受
話

生
が
中
心
と
な

っ
て
、　

一
九
七
〓

年

「日
中
象
棋
協
会
」
が
ユ堅
立
さ
れ
、

一
九
九
〇
年

「日
本
シ
ャ
ン
チ
ー
協

会
」
と
一改
組
。

現
在
、

年

一
回
の
全

日
本
塵
を
確
大
会
、

こ
ヶ
月

一
回
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
〈至
購

毎
月

一
回

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員

数
は
約
百
五
十
名
で
ま
だ
ま
だ
少
数

で
す
。

「シ
ヤ
ン
テ
ー
」
の
盤
と
駒

盤
は
縦
九
本
、

横
十
木
の
線
が
引

か
れ
、

九
十
の
交
点
が
あ
り
、

駒
は

二
つ
の
交
点
に
置
き
ま
す
。

縦
の
線

は
中
間
の

「河
界
」
で
切
れ
て
お
り

ま
す
が
、

駒
は
動
か
せ
ま
す
。

駒
は

紅

（先
手
）、
黒

（後
手
）
そ
れ
ぞ

れ
卜
六
佃
合
わ
せ
て
三
十
二
個
あ
り

ま
す
。

師

（将
）

一
・士
二
・相

（象
）
二
・

車
一　
・
馬
ｉ

・
処
二

・
兵

（卒
）
五

計
十
六

対
局
開
始
前
の
並
べ
方
は
左
図
の

通
り
で
す
。

盤
の
縦
の
線
は

紅
方
は
右
か
ら

一
路
ｉ
…
九
路

黒
方
は
右
か
ら
１
路
…
…
９
路

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
図
で
は
紅
方

・
黒
方
と
も
漢

字
の
頭
が
上
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
ゲ
ー
ム
す
る
と
き
は
黒
方
も
自

分
の
駒
の
頭
を
相
手
に
向
け
て
お
き

ま
す
。

駒
の
動
か
し
方
、

戦
い
方
に
つ
い

て
は
長
く
な
り
ま
す
の
で
省
略
し
ま

す
。

先
方
に
勝
つ
に
は
日
本
将
棋
と

同
様
で
、

先
方
の
師

（将
）
に
王
手

を
か
け
て
、

先
方
が
防
ぐ
こ
と
が
出

来
な
く
す
る
こ
と
で
す
。

な
お
、

入
門
書
と
し
て
は
、

左
記

の
も
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

「
シ
ヤ
ン
チ
ー

（中
国
将
棋
）
人
円

（駒
・紙
盤
付
き
と

（２
，

５
０
０
円
）

所
司
和
晴
者
　
河
出
書
房

全

九
九
六
年
十

一
月
刊
行
）

２
０
０
２
年
に
行
わ
れ
た
第
２９
回

全
日
本
選
手
権
大
会

（上
の
写
真

で
真
ん
中
で
指
し
て
い
る
の
が
筆

者
）
。

| を  1 1 :】 Ⅲ 「 、  ■

1 1 ユ

方

孫|:

方



中野稲門会 会 報◆第 27号 平成 18年 (2006年 )7月 29日 発行

２３
区
の
各
区
稲
門
会
の
ま
と
め
役
と

な
る
校
医

〓

基

白都

２３
区
受
蔀
も
、

２
０
０
６
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

受
部
長
担
当
区
は
、　

一
年

ご
と
に
李
代
一と
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、

△
７
年
度
は
、

大
田
区
が
そ
の
任

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

中
野
区
か
ら
は

高
国
宜
美
さ
ん

（本
会
幹
事
長
）
が
支

部
幹
事
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

ほ
ぼ
毎
月

開
催
さ
れ
る
幹
事
会
の
場
で
討
議
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。

支
部
の
主
な
事
業
は
、

ご
存
知
の
通

り
、

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

お
け
る
稲
門
祭
の
大
隈
庭
園
運
営
統

括

公
Ｚ
士
度
は
１０
月
２２
日
開
催
）
、

支

部
大
会
議
演
会

（今
年
の
３
月
２２
日

は
、

田
原
総

一
部
氏

『日
本
の
外
交
と

経
済
』
を
開
催
）
で
あ
り
、

直
近
の
６

月
幹
事
会
に
は
そ
の
型
応
方
針
を
決
め

る
な
ど
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

な
お
、

稲
門
基
省
犀
ゅは
、

毎
年

各
）
部
が
持
ち
回
り
で
統
括
し
て
お
り
、

今
年
度
は
埼
玉
士文部
が
実
行
一香
泉
ム
の

と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
―

ん
、

や
や
こ
し
い
―

来
年
２
０
０
７
年
度
は
、

大
学
１
２
５

周
年
の
祝
真
と
重
な
リ
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ

・
稲
門
祭
は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

２
０
０
６
稲
門
祭
公
式
ペ
ー
ジ

ゴ
、８
一、、電
電
電
電
ф
∽ｏ
ａ
い
も０
、い
Ｆ
呂
ュ
、

市０
３
０
串
∽的
一、

lT化最先端の中野稲門会一月刊メルマガのおすすめ

、中野稲門会ホームページ (htt「〃 の変わった話>、 信州の自然を語る< さらに、ひとつご自身の関心

moojp/)に アクセスいただ

てヽいるかと思います。また、パソコ

のメールアドレスをお届けいただい

と方には、本会報 『さざんかの道』よ

りは多少気楽に投稿いただける中野稲

会メールマガジン (毎月 20日 、各

のメールアドレス宛へ配信)を お楽

しみいただいています。

全稲門会の中でも最も充実している

と言われる会報『さざんかの出 、会ホー

ページに加え、他橘円会でも例のな

月ヽ刊メールマガジン配信はかなリユ

ニークと評されています。

先月のメルマガ6月 号では、恒例

<な かとう句会>、 話題の<夢 魂サ|

田舎暮らし>、 影の名政治評論家によ

る<平 ロコラム>、 たまに休載があり

ますが知的探索の金字塔<こ んな木あ

ります>、 母校での公開展示会 ・講演

会情報<キ ャンパスにおける主な催し

>な ど、てんこもりの濃い記事を掲義

まだ貼 吉されていない方はせる、会ホー

ムページ (右下写真参照)の (稲門会

サイ トの案内から、中野稲門会<な か

のメール>)で 登録をお願いします。

当然、無料です。同ベージから、いつ

でもご自身で、配信中止とかメールア

ドレス変更も可能です。操作方法がご

不明でしたら、事務局に受信メールア

ドレス (携常は不適です)を ご連絡く

送りください。 ま だインターネット

はちょいと……という方も、この機に

ぜひり餓 してみてはいかがでしょうか。

で投稿でもしてみようか……など

歓迎です。毎月 19日までに会メー

の w n a k a n o @ c s  m o o j p へ原 稿 を

パソコンに不慣れだけどやってみた↓
……という方は知の技術研究部会メS

バーが気軽にサポー トも申し受けます。

Ah tlれ
1 中「8門 a

1       」
・コ      ど に,0わ 」ttpi〃wnakano.rlnoojp/

みなさまの

作品、原稿、

広
報
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
会
員
の
皆

様
に
、

原
稿
を
依
頼
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

編
集

部
で
は
ま
だ
ま
だ
原
稿
の
他
に
も
み
な
さ
ま
の
趣
味

で
出
来
上
が
っ
た
自
慢
の
作
品
の
写
真
な
ど
、

い
つ

で
も
ウ
エ
ル
カ
ム
状
態
で
す
。

編
集
部
か
ら
の
依
頼

を
待
つ
の
で
は
な
く
、

何
か
を
発
信
し
た
い
と
少
し

で
も
思
い
つ
く
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

迷
う
こ
と
な
く
、

す
ぐ
に
行
動
で
す
。

前
に
依
頼
を
受
け
て
書
い
て
い
る
か
ら
、

と
か
、

△ヱ
度
登
場
す
る
と
立
て
続
け
に
な
る
か
ら
…
…
な
ど

と
い
っ
た
遠
慮
は
無
用
で
す
。

な
ん
な
ら
、

い
っ
そ

の
こ
と
連
載
し
て
頂
い
て
も
構
わ
な
い
の
で
す
。

失

際
す
で
に
こ
の

「さ
ざ
ん
か
の
道
」
で
連
載
を
持

っ

て
お
ら
れ
る
会
員
の
方
も
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。

原
稿
、

作
品
だ
け
で
な
く
、

「すこ
う
い
う
企
画
は
ど

う
だ
？
」
コ
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、

み
ん
な
が
作
品

を
寄
せ
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
っ
た
、

ア

イ
デ
ア
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
様
の
意
欲
的
な
参
加
を
、

広
報
部

一
同
、

常
に
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

お待ちしております

7



「あ
ヽ
無
情
―
夫
の
婚
費
負
担
に
つ

て
」

生
活
保
持
義
務
と

生
活
扶
助
義
務
の
ち
が
い

前
回
、

私
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

調
停
を
甘
く
考
え
ず
に
、

弁
護
■
に

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
書

き
ま
し
た
が
、

そ
の
弁
護
〓
で
さ
え

あ
ま
り
役
立
た
な
い
の
が
、

こ
れ
か

ら
お
話
す
る
婚
姻
費
用

（春
〓Ｅ
費
も
同

じ
で
す
が
）
を
相
一■
方
配
福
老
「か
ら

求
め
ら
れ
る
調
停
事
件
の
場
合
で
す
。

夫
が
妻
に
婚
姻
費
用

（略
し
て
婚

一費
と
一一言
つ
こ
と
に
し
ま
す
）
を
請
求

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、

実
際
に
は
妻
が
夫
に
請
求
す
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、

現
実

に
即
し
て
、

そ
の
場
合
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
ょ
う
。

一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
大
に
は
、

婚
宝
を
負
担
す
る
一義
務
が
あ
り
ま
す
。

妻
と
未
成
年
の
子
供
が
い
る
と
き
は

そ
の
子
供
を
も
扶
養
し
て
い
く
義
務

が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
内
」谷
は
、

他
の
親
族
に
対
す
る
扶
一奎
委
務
よ
り

ず
っ
と
一邑
度
で
す
。

即
ち
、

夫
に
は

自
分
の
生
活
を
保
持
す
る
の
と
同
程

度
の
生
活
を
妻
と
子
供
に
も
保
持
さ

せ
る
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

具
体
的

に
言
い
ま
す
と
、

朝
食
時
に

一
個
の

パ
ン
し
か
な
い
と
し
ま
し
よ
う
。

こ

の
よ
う
に
、

そ
れ
が
ひ
と
り
の
飢
え

を
満
た
す
の
に
十
分
で
な
い
と
き
で

も
生
活
保
持
義
一務
上
、

皆
ん
な
で
そ

れ
を
等
分
し
て
食
べ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
す
。

し
か
し
、

他
の
親
族
の
場
合
は
違

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、

兄
弟
姉
妹
問

の
中は
香
妻
務
は
生
活
扶
助
義
務
で
足

り
ま
す
。

つ
ま
り
、

自
分
の
生
活
を

犠
牲
に
し
な
い
限
度
で
丹
弟
姉
妹
の

里撃
億
埋
度
の
生
活
扶
助
を
行
え
ば
よ

い
の
で
す
。

先
ほ
ど
の
パ
ン
の
例
で

言
え
ば
、

自
分
ひ
と
り
で

一
佃
の
パ

ン
を
食
べ
、

他
の
兄
弟
姉
妹
に
は
あ

げ
な
く
て
よ
い
の
で
す
。

艦
鋸
香
曇
定
の
要
素

こ
の
よ
う
に
、

同
じ
持
撃
軍
妻
務
と

宮
本
　
智

（
上
脅
宮

・
昭
４６
法
）

い
っ
て
も
そ
の
内
容
は
全
く
異
な
り

ま
す
。

そ
の
差
異
に
注
意
し
な
が
ら

生
活
保
持
委
務
で
あ
る
婚
費
に
つ
い

て
お
話
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夫
が
妻
か
ら
婚
費
を
請
求
さ
れ
る

と
い
う
の
は
、

お
そ
ら
く
ふ
た
り
の

結
婚
生
活
が
既
に
破
綻
状
態
に
あ
り
、

双
方
ま
た
は
い
ず
れ
か

一
方
か
ら

離
婚
話
が
出
て
い
る
と
き
で
し
ょ
う
。

そ
の
場
合
、

夫
は
何
ら
か
の
理
由
で

婚
費

（俗
に
生
活
費
と
い
う
言
い
方

も
し
ま
す
が
）
を
入
れ
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
減
額
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

（こ
の
際
、

妻
に
対
す

る
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
の
よ
う
な
婚
費
の
打

ち
切
り
は
除
外
し
ま
す
）。
し
か
し
、

婚
費
の
額
を
決
め
る
に
つ
い
て
は
妻

に
婚
如
破
綻
の
責
任
や
不
利
な
事
情

が
あ
っ
て
も
、

そ
の
こ
と
は
考
慮
さ

れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
夫
に
は
こ
れ

と
い
っ
た
帰
責
事
由
が
な
い
の
に
、

妻
が
離
婚
し
た
く
て
勝
手
に
家
を
出

て
行
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
も
、

夫
は
妻
の
新
た
な
住
ま
い
の
家
賃
に

つ
い
て
も
生
活
保
持
義
務
上
、

こ
れ

を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。

果
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
か
？

私
は
別
居
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
我
が
国
に
お
い
て
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
安
易
に

家
を
出
た
妻
の
家
賃
ま
で
夫
に
負
担

さ
せ
る
の
は
お
か
し
い
と
考
え
、

高

等
裁
判
所
ま
で
争

っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
で
は
夫
に
帰

責
事
由
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子

供
の
教
育
方
針
を
め
ぐ
る
考
え
方
の

違
い
が
妻
の
離
婚
理
由

（離
婚
理
由

も
随
分
と
多
様
化
し
ま
し
た
）
か
ら
、

二
〇
年
近
い
結
婚
生
活
が
三
下
り
半

の
書
き
置
き
に
よ
り
事
実
上
終
止
符

が
打
た
れ
た
の
で
す
。

大
に
は
か
な

り
高
額
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、

世
田
平
４
上
の
向
い
婚
貿
の
支

払
い
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

夫
は
会

社
の
仕
事
が
多
忙
を
極
め
、

ほ
と
ん

ど
夜
遅
宝
寝
に
帰
る
よ
う
な
毎
日
で

し
た
。

妻
が
家
出
し
、

別
居
生
活
と

も
な
れ
ば
こ
れ
ま
で
以
上
に
家
計
が

か
さ
む
の
は
道
理
で
す
。
し
か
も
家

を
出
る
ほ
ど
の
合
理
的
理
由
も
な
い

の
に
、

あ
え
て
こ
の
妻
は
家
計
増
加

の
原
因
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
。
し

か
し
、

今
の
裁
判
所
は
婚
磐
倉
乙
足
に

当
た
っ
て
は
、

そ
の
よ
う
な
事
情
を

ま
っ
た
く
考
慮
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
で

は
離
婚
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
っ

た
と
き
の
、

夫
の
経
済
負
担
や
精
神

的
苦
痛
は
増
大
し
ま
す
。

最
近
は
、

妻
も
け
っ
こ
う
一ど
八
で
、

離
婚
事
由

に
決
定
打
を
欠
く
よ
う
な
と
き
に

は
、

と
っ
と
と
家
を
出
て
、

長
い
別

居
期
間
そ
の
も
の
を

「そ
の
他
婚
姻

を
継
続
し
難
い
重
大
な
事
由
が
あ
る

と
き
」
に
す
る
よ
う
な
戦
術
を
と
り

ま
す
。

一型
記
事
件
の
高
裁
で
の
判
断

の
よ
う
に

「
こ
の
点
に
つ
い
て
は
離

婚
の
際
の
慰
籍
料
又
は
財
産
分
与
に

お
い
て
考
慮
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
考

え
る
」
と
い
う
の
で
は
不
十
分
だ
と
、

私
は
考
え
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
婚
書
算
↑
折
法

今
の
裁
判
所
の
婚
費
に
つ
い
て
の

考
え
方
で
は
ど
ん
な
腕
の
良
い
弁

護
■
を
代
理
人
に
就
け
て
も
無
駄
で

し
ょ
う
。

現
在
、

全
国
の
を全
雁
萩
判

所
で
は
、

基
八
・
大
阪
の
高
裁

・
地

裁
そ
れ
に
家
裁
の
判
事
で
作
っ
て
い

る

「東
京
・大
阪
養
育
費
等
研
究
△否

が
発
表
し
ま
し
た

『養
育
費

・
婚
姻

費
用
の
算
定
方
式
と
算
定
表
の
提

案
』
の
中
に
あ
る
算
定
表
に
基
づ
い

て

婚
費
を
算
出
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、

こ
れ
に
は
婚
姻
が
破
綻
に

至
っ
た
事
情
や
離
婚
に
至
っ
た
原
因
、

そ
し
て
そ
の
責
任
が
夫
婦
の
ど
ち
ら

に
あ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

一
切
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

極
め

て
形
式
的
に
夫
の
年
収
や
子
供
の
数

と
そ
の
年
齢
で
は
ぼ
決
定
さ
れ
ま
す
。

敏
腕
奔
護
〓
が
狙
十
の
方
に
こ
そ
婚

姻
を
破
綻
さ
せ
た
原
因
が
あ
り
、

別

居
も
身
勝
手
だ
と
理
路
整
然
と
論
陣

を
張
っ
て
も
、

そ
れ
は
を穴
上
に
無
視

さ
れ
ま
す
。

裁
判
所
は
前
記
の
算
定

法
に
基
づ
い
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

そ
の
計
算
式
に
数
字
を
あ
て
は
め
、
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そ
の
結
果
得
ら
れ
た
金
額
を
夫
の
負

担
す
べ
き
婚
費
と
認
定
し
ま
す
。

こ

の
計
算
式
に
は
、

そ
の
事
件
特
有
の

個
別
の
事
情
が
加
味
さ
れ
る
余
地
は

な
い
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、

婚
費

を
め
ぐ
る
調
停
や
審
判
事
件
に
つ
い

て
は
ご
本
人
だ
け
で
も
十
分
や
れ
る

と
い
う
力
奮
れな
の
で
す
。

も
っ
と
も
、

申
立
す
る
側

（多
く

の
場
合
は
妻
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
）
は
、

や
は
り
原
則
通
り
、

弁

護
士
に
依
頼
す
べ
き
で
す
。

相
一千
方

の
資
産
内
容
に
つ
い
て
は
、

や
は
り

弁
護
士
の
力
を
借
り
て
こ
そ
十
分
明

ら
か
に
な
る
告
で
す
の
で
。

男
性
一番
氏
の
受
難
の
時
代
は
、

ま

だ
ま
だ
当
分
続
き
そ
う
で
す
。

●
９
年
８
月
５
日

染
谷
先
生
が
顧
問
就
任
承
諾
。

染
谷
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
で
中
野
在
住
者
１０
名

ほ
ど
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。

●
９
年
１０
月
「
日

第
１
回
世
話
人
会
開
く
。

メ
ン

バ
ー
、

谷
資
信
、

河
合
信
義
、

伊
藤

清
吾
、

大
舘
辰
之
助
、

小
林
豊
作
、

景

晴
、

中
朝

司

織

田
知
明
、

藤
堂
隆
、

榎
本
照

雄
、

津
田
信

一
、

井
上
敬

一

郎
、

片
罷

宣

、
平
壕

之
、

川
瀬
哲
男
、

山
田
長

之
介
、

石
田
耕
治
一
望
月

登
雄
、

】狂
宏
昭
、

川
澄
幸
男
、

石
型

十、
嬰

陛

、
堺
栄

一
、

藤
本
る
み
子
、

小
西

彦
衛
、

種
村
隆
行
、

壁
谷

道
明
、

武
部
道
雄
、

唐
木

玲
贅
舛
、　

石
堪
琢
士真
オ
押、　
紡
紀
把

正
人
。

設
立
趣
旨
、

会
則

制
定
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

十イト,中 キンザ七ミ十―

後期受講生募集 !
9月21日 (木)～全3回
各国とも1800～ 21100
入会金 5,000円 (稲門会の方は免除)
受講料 20,000円 (1コ ース8回 )

中
野
稲
門
会
設
立
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
か
え
る

（下
）

●
９
年
１１
月
１７
日

第
２
回
世
話
人
会
。

会
員
募
集
の

た
め
中
野
区
を
２
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
分
け
し
て
世
話
人
が
呼
び
掛
け
の

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
も
っ
て
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
作
業
開
始
す
る
。

人
数
の
多
い

ブ
ロ
ッ
ク
は

一
人
で
卜
Ｎ
ｏ
人
に
も

働
き
か
け
た
。

世
話
人
の
中
に
は
帰

ルモ
時
間
を
ね
ら
っ
て
自
宅
へ
電
話
を

す
る
呼
び
掛
け
作
戦
を
展
開
し
た
人

も
い
る
。

●
９
年
１２
月
１９
日

第
３
回
世
話
大
会
。

設
立
総
会
の

日
を
１０
年
７
月
５
日
と
決
定
す
る
。

役
員
候
補
者
の
選
考
に
入
る
。

会
長

を
谷
奮
宿
名
琴
昴
落
いに
依
頼
す
る
た
め
、

教
え
子
の
墜
法
特
幸
天
ど
空
渉
に
あ

た
る
。
１
週
間
後
に
引
き
受
け
て
く

だ
さ
る
と
の
返
答
を
得
る
。

副
舎
長

に
は
井
上
敬

一
郎
、

榎
木
照
雄
へ
織
田

知
明
、

津
田
信

一
、

藤
堂
隆
の
５
名
。

幹
事
長
に
片
平
進
　
、

副
幹
喜
長
に

平
崎
敏
之
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
。

監
査

片
千
モ

一

（
野
方

・
昭
８６
商
）

は
小
西
彦
衛
、

種
村
隆
行
の
２
名
。

平
崎
世
話
人
は
膨
大
な
事
務
量
を

一

手
に
ひ
き
う
け
て
く
れ
る
。

●
１０
年
３
月
８
日

第
４
円
享
亨
人
△
ム。
争
些
立
総
会
の

運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

招
待

者
の
選
別
（
式
次
第
、

懇
親
会
の
内

容
な
ど
。

住
所
の
わ
か
る
三
十士
竹
名

余
の
△否
貝
へ
入
会
募
集
を
開
始
し
た

が
、

反
〓応
は
今
ひ
と
つ
と
い
う
と
こ

ろ
。

発
信
し
た
入
会
案
内
は
、
‥
…

方
、

〇
〇
ア
パ
ー
ト
と
い
う
住
所
表

示
の
と
こ
ろ
は
転
居
先
不
明
で
一尿
り

値
が
多
い
。

１５
％
ほ
ど
は
戻
り
便
で

あ
る
。

今
後
は
周
書
き
の
あ
る
所
ヘ

は
発
信
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

●
１０
年
４
月
１０
日

第
５
回
世
話
人
〈あ

事
業
計
画
と

↓童
昇
作
成
の
協
議
を
す
る
。

予
算
作

成
で

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

入
会
者
が
何
名
に
な
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
現
段
階
で
は
推
定
で
予

算
作
成
す
る
し
か
な
い
。

来
月
に
は

総
会
案
内
を
出
す
の
で
、

そ
の
時
点

で
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
結
論
に
達
し
た
。

●
１０
年
５
月
１６
日

第
６
回
世
話
人
会
。

総
会
案
内
状

の
発
送
を
す
る
。

会
の
活
性
化
の
一

一手
段
と
し
て
趣
味
、

運
動
等
の
同
好

の
士
を
募
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
同

好
会
活
動
を
通
じ
て
、

会
員
の
相
互

親
産
が
は
か
れ
る
こ
と
が
狙
い
で
あ

ク（や。
●
１０
年
６
月
帽
日

第
７
回
世
話
大
会
。

の四
疫
設
立
）

の
出
席
者
数
が
１
６
０
名
と
な
る
。

入
会
者
は
３
５
０
名
と
な
る
。

入
会

率
１７
％
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同

好
会
の
方
は
以
後
部
を
は
じ
め
１２
の

部
へ
４５
名
の
応
募
者
が
あ
っ
た
。

今

後
の
会
の
活
動
を
左
右
す
る
の
は
、

こ
の
同
好
会
で
あ
ろ
う
。

●
１０
年
７
月
５
日

設
立
総
会
開
催
。

会
（場
は
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
早
稲
田
。

来
一賀
の

一埋
島
省
長
を
は
じ
め
多
数
の
方
の
ご

出
席
を
得
て
、

東
京
２
３
区
の
１
９

番
目
の
稲
門
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

一た
。

（を死
）



暇
な
ら
お
散
歩

・番
外
編

「雨
な
の
で
、

読
書
と
つ
ま
み
」

鈴
木
伊
津
美

（中
野

・
昭
５５
文
）

梅
雨
に
入
っ
た
の
で
、

お
散
歩
せ

ず
に
つ
い
蟄
居
す
る
。

そ
れ
で
も
、

傘
を
差
し
て
図
書
館
に
は
通
う
。

中

野
区
の
図
書
館
は
、

読
み
た
い
本
の

有
無
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、

予
約
が
、

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
の
で
、

便

利
だ
。

さ
ら
に
先
に
予
約
が
あ
る
と

き
に
は
何
人
予
約
が
あ
る
か
な
ど
が

わ
か
る
。

新
聞
や
週
刊
誌
の
室
電計
で
そ
そ
ら

れ
る
本
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
チ
ェ
ツ
ク
。

狭
い
家
ゆ
え
に
、

な
る
べ
く
図
書
館

を
利
用
し
て
、

や

っ
ぱ
り
欲
し
い

本
は
購
入
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
。

上

京
し
て
か
れ
こ
れ
五
回
転
居
し
た
が
、

「図
書
館
の
そ
ば
」
と
い
う
の
が
引

越
し
先
選
定
の
要
件
だ

っ
た
。

今
も
、

中
央
図
誉
館
に
近
い
と
こ
ろ
に
暮
ら

し
て
い
る
。

さ
て
、

一唯
【の
次
は
、

食
事
。

簡
単
本
格
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
作
り

方
を
紹
介
し
ま
す
。

簡
単
な
の
で
、

ぜ
ひ
た
め
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ホ
ー
ル
ド
ト
マ
ト
の

缶

（
百
円
く
ら

い
で

売
っ
て
ま
す
）
を
ボ
ー

ル
に
あ
け
、

中
の
ト
マ

ト
を
手
で
握
る
よ
う
に

つ
ぶ
す
。

②
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
と
に
ん
に
く

一
か
け
、

①
の
ト
マ
ト
と
、

生
の
バ
ジ
ル
を
ち

ぎ

っ
て
入
れ
る
。

生
の
バ
ジ
ル
が
無

い
場
合
は
、

乾
燥
バ
ジ
ル
で
Ｏ
Ｋ
。

③
弱
火
で
二
十
～
二
十
分
、

と曇
岬め

る
。
と
き
ど
き
か
き
ま
わ
す
。

④
最
後
に
軽
く
塩

・
前
椒
で
調
整
。

塩
は
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
。

た
ま
ね
ぎ
炒
め
た
り
し
な
く
て
も
よ

い
の
で
、

お
手
軽
な
ん
で
す
。

鍋
は

で
き
れ
ば
酸
に
強
い
ホ
ー
ロ
ー
が
よ

い
で
す
。

こ
れ
を
バ
ス
タ
に
絡
め
る
だ
け
で

も
お
い
し
い
。

飲
み
助
さ
ん
用
に
は
、

つ
ま
み
も
で
き
ま
す
。

パ
タ
ー
ン
①
タ
コ
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

「岬
墾
容
器
に
、

ゆ
で
タ
コ
そ
ぎ
切
り

（も
し
く
は
タ
コ
ブ
ツ
）
と
ト
マ
ト

ソ
ー
ス
を
入
れ
、

ラ
ッ
プ
を
し
て
電

子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
。

パ
タ
ー
ン
①
な
す
の
ト
マ
ト
ツ
ー
ス

な
す
を
輪
切
り
に
し
て
、

油
で
焼
く
。

耐
懇
容
器
に
焼
い
た
ナ
ス
と
ト
マ
ト

ソ
ー
ス
を
入
れ
、

ラ
ッ
プ
を
し
て
電

子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
，

こ
れ
、

ワ
イ

ン

で
も
、

ビ
ー
ル
で

も
、

焼
酎

で
も
合

い
ま
す
。

雨
の
日

に
さ

っ
ぱ
り
と
し

た
お

つ
ま
み
、

お

た
め
し
く
だ
さ
い
。

ブ
'レ

差
Щ
う
た

口ヽ
。

」
　

連
拭
第
十
二
口
　
次

口
津
み
チ

（解
容
↑
解

４‐
守
◇

俗

鬼

う
の

lf

月 ね
先
の
　
財
左
あ
れ
ば
　
今
え
り

‘
，Ａ
ザ
家
も
「
せ
　
け
繁
の
，
ま
た
か
【

解
説
は
要
ら
な
い
。

つ
く
づ
く
と
し
た
感
想
で
あ
る
。

人
工
衛
星
で
月
面
着
陸
を
果
た
し
た
が
、

童
話
は
子

供
達
に
夢
を
与
え
る
。

月
に
動
物
は
棲
め
な
い
。

生
さ
が
い
の
　
あ
る
人
生
″
，
安
カ
マ
“

支
告
承
久
に
　
　
わ
が
広
た
め
ヽ
・

刑
務
所
の
中
庭
に
描
か
れ
て
い
る
囚
人
達
は
、

ブ

ル
ー
の
色
彩
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
暗
い
絵
で
あ
る
。

況
戚
ｑ
士
　
分
ゆ
た
れ
マ

究
え
す
れ
ｌｆ
　
春
々
ネ
重

『

こ
‥―
鋼

打料
↓

一
　

　

　

　

ヽ

　

，

千
葉
県
に
住
む
従
姉
と
上
野
で
茶
話
を
す
る
。

従

姉
も
私
の
話
を
楽
し
み
に
し
て

「元
気
を
も
ら
う
」

と
い
っ
て
い
る
。

も
う
四
年
位
続
い
て
い
る
が
、

そ

れ
以
前
会
っ
て
話
を
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

縁
は

異
な
も
の
味
な
も
の
で
あ
る
。

ウ
マ
が
合
う
の
で
あ

る
。

不
思
議
で
あ
る
。

，
ブ
ル
ー
の
あ
が
ら
　
う

つ
く
び
芸

ィ

ネ
■
せ
た
姉
　
後
す
，あ

を
も
終
領
　
は
た
魂
通
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バース市街

紀
一る
剛
６。
年
頃
の
ロ
ー
マ
寸
基阻
時

代
、

バ
ー
ス
は
得
意
の
上
木
工
事
に

よ
り
渥
泉
施
設
と
神
殿
を
作
っ
た
の

で
す
。

英
語
の

【風
目
】
の
語
源
と

も
な
っ
た
こ
と
は
有
名
で
す
。
２
世

紀
唄
ロ
ー
マ
の
支
配
下
で
渥
泉
の
街

と
し
て
発
展
し
た
。

こ
こ
の
渥
泉
は

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
効
用
あ
り
と
考

え
ら
れ
た
が
、

ロ
ー
マ
撤
退
後
は

一

時
す
た
れ
、

ロ
ー
マ
様
式
の
浴
場
も

破
壊
さ
れ
た
が
、

温
泉
の
利
用
は
継

続
し
た
よ
う
で
す
。

バ
ー
ス
は
二
千

年
以
Ｌ
の
歴
史
を
誇
る
必
泉
の
街
で

す
。

そ
の
後
は
修
道
院

・
教
会
が
作

ら
れ
た
が
、

１７
世
紀
末
に
大
き
く
生

ま
れ
変
っ
た
。

１８
世
紀
に
は
配
叫
泉
」

の
設
備
を
整
え
た
パ
ン
プ

・
ル
ー
ム

が
開
か
れ
て
上
流
階
級
の
人
た
ち
が

き
そ
っ
て
訪
れ
渥
泉
地
は
保
養
の
上

地
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
誇
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

丘
陵
に
囲
ま
れ
、

市
の
中
心
を
エ

イ
ヴ
オ
ン
川
が
横
切
り
景
観
は
素
晴

ら
し
い
も
の
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
や
港

町
ブ
リ
ス
ト
ル
も
近
く
、

貴
族

・
資

産
家
は
こ
こ
で
贅
沢
で
華
や
か
な
社

交
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

景
色
よ
し
、

健
康
に
も
よ
し
で
、

社
交
の
舞
台
が
整
い
、

上
流
社
会
の

お
見
合
い
も
盛
ん
で
し
た
。
レ
イ
ノ

市川孝二 (江古田・昭29政 経)

ル
ズ
、

ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ
た
ち
は
こ
こ

で
肖
像
画
を
描
き
ま
く
っ
た
そ
う
で

す
。

バ
ー
ス
で
肖
像
両
を
柚
か
せ
る

こ
と
は
ス
テ
ー
タ
ス
の
証
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

し
か
し
、

そ
の
後
は
社
交
の
舞
台

が
海
辺
の
保
養
地
に
移
る
と
バ
ー

ス
は
一長
退
し
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
分
以
前
の
面
影
も
多
く
世
界
遺

産
に
相
応
し
い
面
影
を
伝
え
て
い
ま

す
。

⌒
１
９
８
７
年
に
文
化
遺
産

・

登
録
）

数
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
様
式
の
建

物
の
中
で
の
最
吉
探
作
巾は
二
日
月
状

に
円
弧
を
和
く
集
合
住
宅
の
ロ
イ
ヤ

ル

・
ク
レ
セ
ン
ト
で
す
。

し
か
し
、

こ
こ
で
の
圧
巻
は

１
８
８
０
年
に
発
見
さ
れ
て
復
元
し

た
ロ
ー
マ
浴
場

（グ
レ
ー
ト
・バ
ス
）

手
を
入
れ
て
温
度
を
確
か
め
る
市

川
夫
人
。

で
す
。

ロ
ン
ド
ン
に
は
何
度
も
訪
れ
て
い

る
の
に
、

こ
こ
は
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
も

「
マ
イ

・
バ
ス
」
を
利
用
し

て

「世
極

埋
産
バ
ー
ス
と
ス
ト
ー
ン

ヘ
ン
ジ
ー
日
観
光
」
１
２
、
２
０
０

円
／
人
に
参
加
し
ま
し
た
。

美
し
い

街
の
真
ん
中
に

『
ロ
ー
マ
浴
場
』
が

あ
り
ま
す
。

建
物
に
入
り
２
階
の
回
廊
か
ら
競

技
プ
ー
ル
の
よ
う
な
坦
泉

（グ
レ
ー

ト

・
バ
ス
）
を
眺
め
ま
し
た
。

ロ
ー

マ
人
の
膨
刻
の
向
こ
う
に
は
、

バ
ー

ス
寺
院
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。
１
階
の

温
泉
の
吐
き
出
し
日
で
、

家
内
に

し
や
が
ん
で

「手
を
入
れ
て
み
ろ
」

と
言
い
ま
し
た
。

（
写
真

）

△ラ
で

も
４５
℃
位
で
す
。

こ
こ
１
階
と
地
下

は

「
ロ
ー
マ
ン
バ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
な
っ
て
お
り
、

発
掘
さ
れ
た

彫
刻
、

モ
ザ
イ
ク
そ
の
他
の
資
料
金
供

型
な
ど
）
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

貸

与
さ
れ
た
ガ
イ
ド

・
ホ
ー
ン
（
日
本

語
も
あ
る
）
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

街
は
英
国
各
地
か
ら
の
観
光
客
で

大
賑
わ
い
で
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
も

近
く
、

如
何
で
す
か
訪
間
の
価
値
あ

り
で
す
よ
。

ロ
ー
マ
ン
・
バ
ス
、

入
り
回
の
標
識

（写
真
上
）
と
、

街
中
を
流
れ
る
エ

イ
ボ
ン
川

（写
真
左
）。

施
設
内
の
温
泉
の
傍
に
立
つ
筆
者
。



二
味
伯
丈

（ヤ
野

・
子
４
夫
）

は
じ
め
ま
し
て
。

第

一
Ｖ
学
部
平

成
４
年
卒
、

五
味
伯
文
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
、

中
野
稲
門
△
不
参
加
に
あ
た

り
、

自
己
紹
介
の
寄
稿
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

私
と
早
稲
田
と
の
関
わ
り
は
、

思

え
ば
中
学
生
時
代
に
遡
り
ま
す
。
し

ば
し
ば
父
親
に
連
れ
ら
れ
、

国
立
競

技
場
で
の
本
害
フ
グ
ビ
ー
観
戦
に
出

か
け
、

特
に
十
二
月
の
早
明
戦
へ
は

毎
年
の
よ
う
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。

そ
の
関
係
で
、

早
稲
田
の
華
鹿

な
展
開
ラ
グ
ビ
ー
に
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
て
し
ま
っ
た
私
は
、

何
と
か
ラ

グ
ビ
ー
を
始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、

高
校
は
早
大
本
一生
星

喜
十院

に
よ
金
ス

ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
部
し
セ

ン
タ
ー
バ
ツ
ク
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

惜
し
く
も
、

二
年
目
の
夏
に
右
足
の

靭
帯
損
傷
を
引
き
起
こ
し
、

激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
が
、

今
で
も
ラ
グ
ビ
ー
は

好
き
で
、

競
技
場
へ
観
戦
に
行
っ
て

い
ま
す
。

大
学
へ
入
学
後
は
ド
イ
ツ
Ｖ
を
十を

専
攻
し
演
劇
史
を
研
究
す
る
傍
ら
、

ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
ジ
ヤ
ズ
ク
ラ
ブ

（略
称

コ
一
ュ
ー
オ
リ
し

に
入
部
、

ス
ポ
ー
ツ
か
ら

一
転
し
て
ジ
ャ
ズ
演

奏
を
開
始
し
、

現
在
も
様
々
な
状
況

で
精
力
的
な
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

大
学
を
卒
業
後
は
某
印
刷
△一在

に

就
職
し
、

約
七
年
間
の
勤
務
を
経
て
、

や

が
て
建
物
の
建
築
設
計
に
関
心
を
持

ち
、

専
門
の
勉
強
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
、

父
親
の
経
営
す
る
建
築
設

計
事
務
所
に
勤
務
し
、

工
場
≡店
舗
・

共
同
住
宅
の
設
計
や
、

匝
震
診
断
業

務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

日
々
精
進

を
モ
ッ
ト
ー
に
、

こ
れ
か
ら
も
多
く

を
学
ん
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

△
７
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

早稲剛だより
下の写真、見慣れた大隈講堂ですが、現在

補修工事中で、白い布を覆われ、滅多に見る

ことのできない姿になっています。講堂の横

に伸びるクレーン。こんなものがいつもある

ようでは台無しですが、ほんのわずかな期間

ならば、かえって物珍しさからシャッターを

押してみました。

●

ラ

グ

ビ

―

通

信

●

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
こ

の
４
月
よ
り
中
竹
新
監
督
の
標
榜

す
る

「極
」
を
実
戦
で
体
現
す
べ

く
日
々
こ
れ
練
習
に
励
ん
で
き
て

い
ま
す
。

春
の
公
式
戦
５
試
合
の

内

同
志
社
大
学
、

一員
騨
本
て

明
治
大
学
に
圧
勝
。
し
か
し
、

６

月
１‐
日
の
対
慶
應
大
学
戦
で
は
１４

対
４。
で

「こ
れ
が
あ
の
早
稲
田
な

の
か
」
と
言
わ
れ
る
程
の
惨
岳
鴨

こ
の
背
景
に
は
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協

会
の
要
請
で
主
力
選
手
４
名
が
同

日
開
催
の
Ｕ
２３
日
本
選
抜
対
Ｕ
２３

外
国
人
選
抜
戦
及
び
主
力
選
手
２

名
が
日
本
代
表
対
イ
タ
リ
ア
代
表

戦
に
参
加
。

対
慶
應
戦
に
こ
の
６

名
が
参
戦
出
来
な
か
っ
た
事
情
を

寸
倍
し
た
と
し
て
も
、

残
念
な
結

果
で
し
た
。

６
月
２８
日
の
秩
李
一官
フ
グ
ビ
ー

場
で
は
早
稲
田
大
学
対
関
東
学

院
大
学
の
試
合
の
前
に
故
宿
沢
広

域
氏
に
１
分
間
の
黙
祷
を
し
て
、

キ
ッ
ク
オ
フ
。

早
稲
田
は
日
本
選

抜

。
日
本
代
表
か
ら
チ
ー
ム
に

一戻
っ
た
５
選
手
を
含
め
て
、

全
員

が
勝
利
を
理
宿
沢
広
朗
氏
に
捧
げ

る
べ
く
奮
戦
し
ま
し
た
が
、

前
半

の
ド
ロ
ッ
プ
ゴ
ー
ル
で
獲
得
し
た

３
点
の
み
で
、

結
局
３
対
２。
で
敗

退
。

気
負
い
が
空
回
り
し
て
、

俊

敏
な
出
足
、

鋭
い
タ
ツ
ク
ル
、

素

早
い
ボ
ー
ル
回
し
が
影
を
潜
め
、

早
稲
田
ら
し
い
ゲ
ー
ム
展
開
を
繰

り
広
げ
る
こ
と
な
く
ノ
ー
サ
イ
ド

の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。

８
月
の
萱
半
〈旦
宿
で
は
、

早
稲
田

ラ
グ
ビ
ー
部
全
員
は
昨
年
度
の
勝

利
を

一
塑
忘
れ
、

初
心
に
帰
っ
て

基
礎
体
力
の
強
化
を
始
め
と
し
て
、

厳
し
く
激
し
い
練
習
を
し
、
９
月

か
ら
始
ま
る
関
東
大
学
対
抗
戦
に

果
敢
に
挑
戦
し

「さ
す
が
強
豪
早

稲
田
だ
」
と
言
わ
し
め
る
チ
ー
ム

に
変
貌
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。
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第
１３
回
中
野
稲
門
〈ヘ
コ
ル
フ
会
の
報
告

６
月
１
日

（木
）
８
時
４９
分
、

お

”州
コ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
に
於
い
て
、

今

季
ま
れ
に
見
る
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、

ゴ
ル
フ
部
会
の
奉
期
コ
ン
ペ
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

東
京
湾
一の
心
地
よ
い

海
風
を
う
け
、

巨
大
な
風
力
発
電
の

羽
が
ゆ
っ
た
り
と
回
転
し
、

速
く
に

は
、

羽
田
エ
ア
ポ

一
ト
ヘ
離
発
着
す

る
飛
行
機
や
行
き
交
う
船
舶
、

都
心

の
高
層
ビ
ル
群
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
、

三日
松
に
図
ま
れ
た
緑
の
絨
毯
の
上
で

ブ
レ
ー
す
る
と
去
う
、

ま
こ
と
に
好

い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
５
月
阿
催
の
コ
ン
ペ
と

同
様
に
、

杉
並
稲
門
〈ヘ
コ
ル
７
辞
会
を

お
誘
い
し
中
野
稲
門
会
と
規
し
く
合
同

で
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

参

加
人
数
は
杉
折
稲
円
会
が
１５
人
、

中
野

稲
門
会
は
一じ
別
の
介
参
加
が
３
名
も
あ

り
‐４
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
を
Ｌ

阿
る
総
勢
２９
人
と
大
盛
況
の
コ
ン
ペ
と

な
り
ま
し
た
。

競
技
は
昨
年
の
新
ペ

リ
ア
方
式
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ッ
プ

方
式
に
改
め
１８
ホ
‐
ル
の
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
で
行
わ
れ
、

個
人
順
位
表

彰
の
他
に
、

両
チ
ー
ム
上
位
７
名
の

ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
ー
を
集
計
し
て
回
休

対
抗
峨
と
し
て
も
競
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
良
し
、

大
を本
良
し
、

親
畦

交
流
好
し
で
大
変
楽
し
い
ｌ
Ｈ
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

成
念

な
が
ら
競
技
成
績
の
方
は
中
野
稲
門

会
が
昨
年
に
続
き
、

先
敗
の
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
。

個
人
順
位
は
優
勝

が
杉
並
の
名
取
さ
ん
、
２
位
が
中
野

の
井
波
さ
ん
、
３
位
は
杉
並
の
口
中

（保
）
さ
ん
で
、

他
の
１０
位
以
内
の

中
野
メ
ン
バ
ー
は
６
，

８
，

１０
位
の

３
人
で
し
た
。

対
抗
戦
は
ネ
ッ
ト
で

５
２
７
Ｓ
Ｔ
対
５
０
７
Ｓ
Ｔ
で
２。
ス

ト
ロ
ー
ク
も
差
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま

い
、

グ
ロ
ス
の
斉
も
１８
ス
ト
ロ
‐
ク

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
表
彰
パ
ー
テ
ィ

で
は
、

恒
例
に
な
っ
た
ゲ
ー
ム

・
オ

ネ
ス
ト
ジ
ョ
ン
の
罰
金
計
算
と
ピ
ッ

タ
リ
賞
の
行
方
を
追
っ
て
、

楽
し
く

賑
や
か
で
大
い
に
盛
り
Ｌ
が
り
ま
し

た
。

（ビ
ッ
タ
リ
賞
は
中
野
、

杉
並

と
も
に
２
名
が
当
選
し
引
き
分
け
で

し
た
）

我
が
中
野
稲
門
〈ヘ
コ
ル
７
辞
会
と

し
て
は
、

こ
の
２
連
敗
を
黙
っ
て
見

過
ご
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

会

員
の
皆
さ
ん
に
奮
起
と
対
抗
意
識
を

燃
や
し
て
い
た
だ
き
、

次
回
、

杉
並

稲
門
〈査
土
催
で
９
月
２９
日
に
森
林
公

一四
コ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
る

合
鳳
コ
ル
フ
会
に
是
非
と
も
参
加
さ

れ
、

雪
辱
す
る
事
を
お
願
い
し
て
今

回
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

（Ｉ
　
生
記
）

チ
ェ
ロ
　
ス
ト
一ス
ア
ィ
ヴ
ア
リ
ウ
ス

萩
原
障
茂

（政
経
・昭
４６
」
高
田
）

今
回
、

音
楽
部
会

（第
２２
同
）
占

楽
部
会

Ｆ
∽市の
コ
＆
司
ф
戸
パ
ー
フ
ォ

で
は
、

は
じ
め
て
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
ネ
タ
に
し
て
の
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
１
６
９
６
年
製
ス
ト

ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス

愛
称

『ボ
ン

ジ
ュ
ー
ル
』
と
、

シ
ョ
ゥ

・
ァ
ダ
ム

ス
の
弓
を
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
貸
与
さ

れ
た
チ
ェ
ロ
の
――‐
上

ジ
ョ
ア
ン
乗

の
世
界
デ
ビ
ュ
ー
ツ
ア
ー
の

一
こ
ま

を
早
稲
日
本
仕
同
フ
ェ
リ
ス
ホ
ー
ル

で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
　
　
ピ
ア
ノ

ヴ
ァ
デ
ィ
ム

・
グ
ラ
ド
コ
フ

（ウ

ク
ラ
イ
ナ
）
ス
ト
一ス
ア
ィ
バ
リ
ウ
ス
、

マ
ド
リ
ッ
ド
ア
ン
ト
ニ
オ

・
ス
ト
ラ

デ
ィ
バ
リ

（＞
〓
ｏ
ユ
ｏ
脅
国
螢
く
営
一

１
６
４
４
年

～

１
７
３
７
年
１２
月

‐８
日
）
は
、

イ
タ
リ
ア
‐
ク
レ
モ
ナ

の
弦
楽
器
製
作
者
。

ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
は
現
行
約
６
０
０
が
現
存
す
る
。

ヴ
ィ
オ
ラ
や
チ
ェ
ロ
に
つ
い
て
も
約

５。
製
作
ｉ‐。

●
演
奏
曲
目

０
シ
ュ
ー
マ
ン
Ｈ
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
ア

レ
グ
ロ

（Ａ
レ
）

②
シ
ョ
パ
ン
ーー
チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ

（Ｇ

ヨ
）
＝
シ
ョ
バ
ン
最
晩
年
の
作
品
で

チ
ェ
ロ
ーーーー
と
し
て
唯

一

③
バ
ッ
ハ
＝
ヴ
ィ
オ
ラ

・
ダ

・
ガ
ン

バ

・
ソ
ナ
タ
♯
３

（Ｇ
ｍ
）

学
生
時
代
ジ
ャ
ズ
ベ
ー
ス
を
練
習

し
て
い
た
時
、

と
あ
る
喫
茶
店
で
弓

弾
き
の
チ
ェ
ロ
の
出
が
聞
こ
え
て
き

た
。

郊
外
の
緑
が
窓
外
に
揺
れ
て
心

地
よ
く
、

珈
排
を
楽
し
み
な
が
ら
何

気
な
く
想
っ
て
い
た
。

「良
い
ジ
ャ
ズ
ア
ル
コ

（弓
弾
き
）

だ
な
―
。誰

の
ア
ド
リ
ブ
だ
ろ
う
？
」

そ
れ
は
バ
ッ
ハ
の
無
伴
圭
会
チ
ェ
ロ
組

山
だ

っ
た
。

バ
ッ
ハ
の
チ
ェ
ロ
曲
に

は
そ
ん
な
想
い
で
が
あ
り
ま
す
。

庭
国
の
緑
を
バ
ッ
ク
に
し
た
快
い

音
色
を
お
茶
と
お
菓
子
付
で
楽
し
み

ま
し
た
。

終
浦
縁
いは
、

一尚
凹
牧
合
に

て
愉
し
い
会
話
に
弾
ん
だ
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

音
本
部
会
は
リ
ッ
ス
ン
＆
ト
ー
ク

パ
ー
フ
オ

（苫
楽
を
聴
き
な
が
ら
話

し
に
花
を
咲
か
せ
る
、

お
酒
付
き
）

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

企
―由ｉ
参
加

も
含
め
て
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

があれば、お気軽にご連絡ください。
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一

第
１
回
観
戦
会

墓

日
昌

ロ

香
李
憂
昼
ハ
大
学
野
球
選
を
確
の

早
慶
戦
は

一
回
戦
５
月
２７
日
が
雨
で

試
合
中
止
。

翌
２８
日
は
早
朝
か
ら
小

雨
が
降
り
続
き
な
が
ら
も
、

午
後
か

ら
曇
り
後
晴
れ
の
天
気
予
報
。
９
時

３０
分
過
ぎ
に
埜
互
球
場
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、

「本
国
の
早
慶
戦
は
行
う

一予
定
」
と
の
由
。

取
り
色
心
い
で
神
」宮

球
場
３
番
ゲ
ー
ト
付
近
に
駆
け
つ
け

る
と
既
に
会
員
５
名
が
待
機
中
。

早

稲
田
応
援
団
の
方
に
「中
野
稲
門
会
」

の
旨
伝
え
て
こ
の
５
名
が
先
一に
入
場

し
、

小
生
は
所
用
で
遅
れ
て
き
た
会

員
の
到
着
を
待
っ
て

一
緒
に
入
場
。

応
援
回
の
一主
雌
し
て
い
た

一
塁
ベ
ー

ス
の
近
く
で
、

更
に
学
生
応
援
席
の

一
番
前
に

［中
野
稲
門
△
至

７
名
が

陣
取
っ
て
、

試
合
開
始
前
の
早
稲
田

応
援
団
に
よ
る
応
援
指
導
を
学
生
達

と
共
に
受
け
、

ま
た
早
稲
田

・
慶
應

の
庶
解
医
ユ
顎
を
鶴
緋
恥

年
後
１
時
の
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
合

図
に
伝
統
の
早
慶
戦
の
第

一
回
戦
が

始
ま
り
、

早
稲
田
が
３
対
０
で
慶
應

に
勝
利
。

こ
の
勝
利
と
久
し
振
り

に
早
慶
戦
を
堪
能
し
た
学
生
気
分

を
抱
え
て
神
宮
球
場
を
後
に
し
、

早

速
中
野
駅
近
辺
の
中
華
料
理
店
で
先

ず
ビ
ー
ル
で
祝
杯
。

途
中
２
人
が
加

わ
っ
て
学
生
気
分
そ
の
ま
ま
に
学
生

時
代
の
四
方
山
話
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

さ
て
、

今
後
年
末
ま
で
の
観
戦
計

画
は
次
の
通
り
で
す
。

●
１０
月
２‐
日

（土
）

第
８３
回
箱
根

印
控
堕
堺
定
一ヽ
こ
窄
宏
で
、

早
絶
”田
駅
伝

今
季
の
六
大
学
野
球
は
い
つ
に
な
い

混
戦
で
、

優
勝
争
い
は
最
後
ま
で
も
つ
れ

ま
し
た
。

結
局
早
慶
戦
の
前
週
の
法
明
戦

で
、

法
政
が
２
連
勝
で
勝
ち
点
を
挙
げ
、

優
勝
を
決
め
て
し
ま
っ
た
た
め
、

早
慶
戦

で
の
優
勝
こ
そ
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

勝
ち
点
は
優
勝
し
た
法
政
と
同
じ
４
。

返

す
返
す
も
勝
ち
点
の
か
か

っ
た
対
明
治

の
３
戦
目
で
９
回
に
追
い
つ
か
れ
て
勝

ち
点
を
失

っ
た
試
合
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

と
は
い
え
、

法
政
や
明
治
と
は
力
の
差

の
な
い
こ
と
は
証
明
で
き
ま
し
た
。

大

谷
、

宮
本
の
４
年
生
投
手
の
ラ
ス
ト
シ
ー

ズ
ン
と
な
る
秋
季
こ
そ
、

彼
ら
に
有
終
の

美
を
飾

っ
て
も
ら
う
べ
く
、

再
び
力

一
杯

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
応
援

（会
場
‥
昭
和
記

念
公
園
の
予
とじ

●
１０
月
末

秋
香
ユ
尿
署
ぞ
埜
算
球

場
で
応
援

・
観
戦

●
セ
月
初
旬
　
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー

対
抗
戦
の
早
稲
田
対
明
治
を
観
戦

谷
場

‥
国

塁
嬰
携
彰

現
在
、

当
同
好
会
の
会
員
２６
名
で

す
が
、

観
戦
に
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
入
会
さ
れ
て

一
緒
に
早
稲
田
を
応

援
し
、

そ
の
後
の
懇
親
会
で
杯
を
重

ね
親
睦
を
深
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

新
規
に
参
加
希
望
の
方
は
観

戦
予
定
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
世
話

人
代
表
ま
で
御

一
報
ぐ
だ
さ
い
。

会

員
及
び
新
規
の
方
々
に
は
観
戦
の
詳

細
計
画
を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

大

勢
の
方
々
と

一
緒
に
観
戦
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

絵
画
部
智
古

絵
画
部
誰
揃
”　
高
田
豊
長

６
月
の
教
室
は
、

生
徒
さ
ん
の
一

人
で
、

ご
自
宅
を
新
築
さ
れ
た
山
広

さ
ん
宅
へ
招
か
れ
て
、

庭
の
花
々
を

写
生
し
ま
し
た
。

そ
の
折
に
も
、

取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
和
国
義
立を
氏
の

こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
の
で
、

そ
の

こ
と
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
美
術
挙
十校

で
、

絵
画
の
模
写

（Ｃ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
）、

性

迪
、

嬉

貞

Ｆ
ａ
ｕ
も

、
縫
板

（Ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
違
い

と
、

ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
か
教
え
を

受
け
た
。

古
い
こ
と
で
、

詳
細
に
憶

え
て
い
な
い
が
、

模
写

（Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ

ｅ
）
の

一
部
の
み
が
許
さ
れ
る
と
憶

え
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、

絵
画
教
室
の
生
徒
さ

ん
か
ら
、

絵
葉
圭
【

画
集
な
ど
を
模

写
す
る
の
は
よ
い
の
か
と
よ
く
尋
ね

ら
れ
る
。

道
徳
的
な
意
味
で
な
く
て
、

多
く
は
絵
を
習
う
上
で
、

技
術
的
に

会
手
法
と
し
て
）
よ
い
か
と
尋
ね
る

の
で
あ
る
が
、

中
に
は
模
写
し
た
絵

を
描
い
た
人
の
名
前
を
書
い
て
、

そ

の
棋
写
で
あ
る
こ
と
を
書
い
て
お
け

ば
よ
い
で
す
ね
、

と
素
人
の
生
徒
さ

ん
で
も
そ
の
く
ら
い
は
知
っ
て
い
る
。

さ
て
、

和
田
義
彦
氏
の
絵
を
初
め

て
見
た
の
は
、
５
年
程
前
に
、

銀
座

の
日
動
画
廊
で
、

森
村
誠

一
著
作
の

た
め
の
原
画
展
で
あ
る
。

国
画
△
天
Ａ

白貝
、一基

示
芸
大
一企
孟
町
曽
身
で
、

ロ
ー

マ
美
術
学
校
（
ロ
ー
マ
国
立
中
央
修

復
学
校
に
編
入
学
、

そ
し
て
パ
リ
美

術
学
校
で
学
ば
れ
た
と
略
歴
に
記
さ

れ
て
い
た
。

初
め
て
見
て
、

す
ば
ら
し
い
白
と

黒
を
基
調
に
し
た
色
彩
に
感
銘
を
受

け
、

そ
の
タ
ツ
チ
な
ど
を
今
で
も
教
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え
を
請
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

盗

作
だ
と
主
張
す
る
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル

ベ
ル
ト

・
ス
ー
ギ
氏
の
絵
を
見
た
こ

と
は
な
い
が
、

テ
レ
ビ
の
映
像
で
見

る
か
ぎ
り
、

和
田
氏
の
技
術
の
方
が
、

遠
近
、

色
彩
、

色
価

（Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
ｕ

ｒ
＝
バ
ル
ー
ル
）
な
ど
は
上
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
構
図
な
ど
を
あ

の
よ
う
に
類
似
さ
せ
た
の
か
理
解
し

が
た
い
。

支
笹

打
を
は
じ
め
、

和
田
氏
に
賞

を
贈
っ
た
と
こ
ろ
が
、

次
々
と
取

り
消
し
を
発
表
し
て
い
る
が
、

偽
造

を
見
い
出
せ
な
か
っ
た
の
を
見
る
と
、

ス
ー
ギ
氏
の
絵
は
イ
タ
リ
ア
で
は
と

も
か
く
、

日
本

（世
界
）
で
は
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

和
四
氏
は
絵
画
創
作
の
中
で
行
き

詰
ま
り
、

昔
悩
の
末
に
魔
が
差
し
た

と
し
か
考
え
た
く
な
い
が
、

有
能
な

人
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。

次
回
は
い
よ
い
よ
５０
回
目

６
月
１７
日
、

部
会
は
４９
回
同
を
迎

え
ま
し
た
。

出
席
学
「は
９
名
。

い
つ

も
の
場
所
で
型

塾
通
記
と
、

も
て
な

し
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
美

声
？
　
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

中
で

も
日
頃
か
ら
勉
強
に
熱
心
な

ｓ
氏

は
、

今
回
も
新
山
を
披
露
す
る
た
め

に
特
別
に
レ
ッ
ス
ン
さ
れ
て
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

御
歳
も
大
先
輩
で
す
。

私
な
ど
右
輩
者
に
と
っ
て
も
そ
の
熱

心
さ
に
は
た
だ
た
だ
脱
帽
す
る
の
み

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
何
時
に

な
っ
て
も
卒
業
で
き
な
い
な
と
い
う

の
が
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
実
感
で

し
た
。

と
こ
ろ
で
次
回
の
開
任
は
７
月
２９

日
。

会
が
持
た
れ
て
第
５０
回
日
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
の
節
目
に
当
た
っ
て

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
も
と
よ
り
公
報

の
会
員
諸
氏
の
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
希
望

の
方
は
会
幹
事
の
菊
池
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【部会連絡先―覧】 戦轟潜範晶くださぃ
第
１
回
歩
こ
う
△
窮
型
ロ

ヤ基
壁
旦
庭
国
か
ら
毒
百
十ヘ

片
平
進

一

７
月
１
日
（１‐
）
午
前
１０
時
、

ゆ
り

か
も
め
線
汐
留
駅
へ
集
合
。
６
人
の

参
加
で
第
１
回
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

こ
の
庭
園
は
、

海
水
を
引
き
入

れ
た
湖
入
の
池
と
二
つ
の
鴨
場
を
つ

た
え
、

汗
戸
時
代
に
は
、

江
戸
城
の

「出
城
」
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て

い
た
徳
川
将
軍
家
の
庭
図
で
す
。

国

の
は特
別
名
勝
及
び
特
前
付
蕊
りに
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

八
千
坪
の
敷
地
に

は
三
〓岸
立
刷
に
植
え
ら
れ
た
松
を
は

じ
め
た
く
さ
ん
の
相
物
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

約

一
時
間
庭
内
を
散
歩

し
た
後
、

水
Ｌ
バ
ス
で
浅
草
へ
向
い

ま
し
た
。

両
国
橋
を
は
じ
め
十
四
の

橋
の
下
を
通
り
、

約
四
十
分
で
浅
草

到
着
で
す
。

仲
兄
世
通
り
を
へ
て
浅

草
寺
参
詣
。

尽
食
は
肉
の

「米
久
」

で
取
り
、
し
ば
ら
く
懇
談
の
と
き
を

も
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
稲
門
会

の
あ
り
方
な
ど
し
ば
ら
く
話
し
合
い

ま
し
た
。

年
後
２
時
半
現
地
解
散
。

●
参
加
者
＝
加
治
料
公

（２８
生
的
）ヽ

山
本
知
由

（３３
年
理
Ｉ
）、
片
平
進

一

（３６
笠

じ
ヽ

公
燃
取
夫

（３６
生
尚
）、

能
い澤
明

（３７
年
商
）、

ゲ
ス
ト
＝
片
平
信
子
　
　
計
６
名

ゴルフ部会 唐木強介

正木商会  T E L 3553 0951

FAX 3553-5355
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６
月
の
例
会
の
テ
ー
マ
は

「Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
」

中
野
稲
門
会
知
技
研
の
例
会
と
い

え
ば
、

ま
ず
ほ
と
ん
ど
お
酒
が
付

き
も
の
。

中
野
の
近
辺
で
行
う
と
き

は

「魚
民
」
の
座
敷
と
相
場
が
決

ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

さ
す
が
に

〈苔
貝
の
中
か
ら
も
、

飽
き
た
と
い
う

か
、

た
ま
に
は
同
じ
中
野
で
集
ま
る

に
し
て
も
、

違
う
場
所
で
行
っ
て
み

る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
、

と
い
う
声
も

出
て
、
６
月
の
例
会
は
、

中
野
で
も

初
め
て
の
お
店

「柔
谷
」
に
て
６
月

‐７
日

（上
）
午
後
５
時
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、

月

幹
事
の
永
回
の
ほ
か
、

市
川
、

岩
井
、

高
田
、

伊
藤
、

伊
丹
、

鈴
木
の
計
７

九名
。

テ
ー
マ
は
「Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
」

で
し
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
は
、

組
み
合
わ
せ
る

と

「持
ち
連
べ
る
文
書
形
式
」
と
い

２ヽ
料
味
に
な
る
す卑
軍
語
の
頭
文
字
を

連
ね
た
も
の
で
す
。

実
は
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
が
今
年
秋
頃
に
発
売
を
予
定

し
て
い
る
次
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

「オ

フ
ィ
ス
」
（ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な

ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
頻
繁
に
使

用
さ
れ
る
ソ
フ
ト
が
ま
と
め
て
ワ
ン

バ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
も
の
）
に
、

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
デ
ー
タ
を
作
成

す
る
機
能
が
標
準
搭
載
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、

「そ
も
そ
も
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
と
は
何
な
の
か
？
」
「そ
れ
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
ん
な
利
点

が
あ
る
の
か
？
」
な
ど
の
基
本
的
な

予
備
知
識
か
ら
入
っ
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
、

主
な
狙
い
で
し
た
。

会
は

い
つ
も
の
よ
う
に
、

テ
ー
マ
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、

ヨ堪
近
、

多
く
の
パ
ソ

コ
ン
ユ
ー
ザ
ー
が
因
っ
て
い
る
、

ス

パ
ム
メ
ー
ル
、

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
な

ど
、

と
り
と
め
の
な
い
広
が
り
を
見

せ
ま
し
た
が
、

概
ね
、

有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
持
て
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

室
ユ数
の
電
子
化
、

そ
し
て
そ
の
閲

腎
奪

に
非
常
に
便
利
と
さ
れ
て
き
た

Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
す
が
、

最
近
は
公
的
な
申

」巾
書
類
な
ど
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
配
布
す
る

こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
し
、

今

後
も
そ
の
流
れ
は
加
速
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

今
回
は
基
礎
知
識
の
入

門
編
で
し
た
が
、

い
ず
れ
は
、

加
工
、

作
成
な
ど
の
方
法
も
テ
ー
マ
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
期
が
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

お
店
の
ほ
う
も
、

い
つ
も
の

「魚

民
」
に
比
べ
れ
ば
、

少
し
割
〓向
な
感

は
あ
り
ま
し
た
が
、

出
て
く
る
料
理

な
ど
は
、

ま
あ
そ
れ
に
見
合
っ
た
だ

け
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、

こ
の
６
月
の
例
会
が
終
わ

る
と
、

我
が
知
技
研
恒
例
の
夏
△
旦
宿

の
一李
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

△
旦
官
先

は
、

こ
こ
２
年
ほ
ど
恒
例
と
な
っ
て

い
る
、

千
む
本の
岬
町
へ
今
年
も
向
か

ユ
童
足
で
す
。

△親

の

「国

暑

ら

し
」
シ
リ
ー
ズ
で
平
崎
ッ氏
が
書
い
て

お
ら
れ
た
、

あ
の
――甲
町
の
家
で
す
。

岬
町
で
行
う
例
会
の
テ
ー
マ
は
定

番
の

「よ
く
使
う
サ
イ
ト
＆
里堪
近
見

つ
け
た
お
も
し
ろ
サ
イ
ト
」
で
す
が
、

こ
こ
で
の
〈旦
宿
に
は
、

毎
回
そ
れ
以

外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
と
い
う

か
課
題
も
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
食
事
。

前
回
初
め
て
使
用
し

た
ダ
ツ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
料
理

の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ツ
プ
！

岬
町
山
荘
の
裏
山
ツ
ア
ー
。

さ
ら

に
、

今
回
の
目
玉
は
平
崎
氏
が
新
た

に
手
に
入
れ
た
、

川
が
あ
る
だ
け
と

い
う
土
地
。

そ
こ
で
、

川
遊
び
か
ら
、

釣
り
、

ボ
ー
ト
遊
び
と
、

す
べ
て
ま

だ
そ
の
場
所
で
は
未
経
験
と
い
う
行

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

は
て
さ
て
、

ど
う
な
る

こ
と
や
ら
？

そ
の
前
の
７
月
の
例
会
は
伊
酸
氏

の
幹
事
で
、

月
末
の
２９
日
に
、

自
由

テ
ー
マ
に
て
行
わ
れ
る
予
定
。

場
所

は
、

こ
れ
ま
た
こ
れ
ま
で
の
例
会
で

は
使
用
し
た
こ
と
の
な
い
、

「坐

・

和
民
」
の
中
野
北
日
店
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

も
終
わ
っ
た
が
、

実
は
そ
ち
ら
の

方
面
に
は
と
ん
と
興
味
が
わ
か
な

い
。

逆
に
Ｗ
杯
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
の
佳
境
に
入
り
だ
し
て
か
ら
、

日
本
の
全
国
各
地
で
始
ま
る
、

夏

の
甲
子
国
に
向
け
た
、

各
地
区
の

地
方
予
選
の
ほ
う
が
は
る
か
に
気

に
な
る
性
分
で
あ
る
。

今
年
の
優
勝
候
補
の
筆
頭
は
決

ま
っ
て
い
る
。

選
抜
は
辞
退
し
た

も
の
の
、

史
上
２
度
目
の
夏
の
３

連
覇
を
め
ざ
す
北
海
道
の
駒
大
吉

小
牧
だ
。

か
つ
て
は
、

甲
子
同
の

優
勝
旗
は
い
つ
白
河
の
関
を
越
え

る
の
か
、

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、

今
で
は

一
気
に
本
州
か
ら
北

海
道
に
ま
で
渡
っ
て
し
ま
い
、

そ

の
学
校
が
連
覇
を
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
か
ら
、

隔
世
の
感
が
あ
る
。

と
は
い
え
、

こ
の
チ
ー
ム
の

エ
ー
ス
で
、

松
坂
以
来
の
大
物
と

言
わ
れ
て
い
る
日
中
将
投
手
は
、

実
は
兵
庫
の
伊
丹
出
家
た
。

昨
年
、

甲
子
国
の
場
で
、

挨
拶

に
立
っ
た
文
科
省
の
大
臣
が
問
題

視
発
言
し
た
、

野
球
留
学
で
北
海

道
に
行
っ
た
選
手
だ
。

こ
の
問
題
、

以
前
も
我
が
稲
門
会
の
方
と
話
し

た
折
に
も
、

話
題
に
な
っ
て
、

そ

の
方
も
否
定
的
な
見
方
を
さ
れ
て

お
ら
れ
た
。

ま
あ
、

そ
れ
は
人
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
だ
ろ
う
。

た
だ
、

そ
れ
を
規
則
に
よ
っ
て

制
限
す
る
動
き
に
は
、

大
き
く
異

を
唱
え
た
い
。

野
球
も
教
育
の

一

環
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

自
分
が

指
導
を
受
け
た
い
監
督
や
学
校
の

と
こ
ろ
に
い
く
自
由
を
奪
う
権
利

は
誰
に
も
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。

ち
な
み
に
私
は
、

大
阪
の
出

身
。
日
本
で

一
番
野
球
留
学
生
を

送
り
出
し
て
い
る
ほ
う
の
府
で
あ

る
。

地
元
の
人
間
と
し
て
は
、せ
っ

か
く
大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
逸
材

な
の
だ
か
ら
、

甲
子
園
に
も
大
阪

を
代
表
し
て
出
て
欲
し
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
る
に
は
あ
る
。

だ
が
、

逆
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大
阪
で
も
ま

れ
た
い
と
、

他
県
か
ら
や
つ
て
く

る
球
児
も
い
る
。

今
年
の
ド
ラ
フ

ト
の
日
玉
が
出
中
な
ら
、

来
年
の

目
玉
と
言
わ
れ
る
大
阪
桐
蔭
の
中

田
翔
選
手
な
ど
は
広
一島
の
出
身
だ
。

私
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
選
手

も
３
年
間
、

大
阪
の
高
校
野
球
界

で
も
ま
れ
た
ら
、

「そ
れ
は
も
う

大
阪
の
選
手
や
」
と
い
う
扱
い
に

な
っ
て
し
ま
う
。

基
本
、

大
阪
人

は
や
っ
ぱ
欲
張
り
な
ん
か
も
し
れ

ま
へ
ん
な
っ
て
、

私
だ
け
な
の
か

な
？
　
　
　
　
　
　
（永
田
）


